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〈目的〉

温水性の魚種であるナマズを、地域振興の特産種として定着させるため、ナマズの人工種苗を安

定的に生産するための技術の開発を行う。

〈試験研究方法〉

1.採卵

岩木川水系の天然魚及び当所産の 1年魚'"'-'4年魚を採卵親魚として、採卵前日に生殖腺刺激ホノレモ

ン(プベローゲン、雌 1尾当り 10，000IU、雄 1尾当り 3，000IU)を腹腔内に注射して 2004年 6月 3

日から 7月 18日の聞に4回採卵した。

2.飼育試験

1) 0+稚魚加温飼育試験:屋外コンクリート水槽で加温水 (25"Cに調温した湧水掛け流し)による効

果を把握するため試験を行った。対照として、止水による飼育試験も行った。

2) 0+稚魚成長生残試験:ハウス使用と池掃除による効果を把握するため、収容密度を変えて 2回の

試験を行った。収容密度は 1回目を 200尾/rrf、2回目は収容密度を 100尾/rrrとし、餌料は 1日6

回与えた。

3) 0+幼魚養成試験:ハウス使用による効果を把握するため、養成した 20gサイズの幼魚を用いて試

験を行った。餌料はマス用餌料を 1日4回与えた。

4) 1+魚飼育試験:ハウス使用による効果を把握するため、収容密度を変えて 2回の試験を行った。

収容密度は 1回目を 110尾/池 (11rrf)、2回目は56尾/池 (11rrr) とした。

5)現地試験:2004年8月4日から福地村ナマズ養殖出荷組合において、沢水を利用した飼育池(約

100 rrf) 2面に各 500尾収容し、成長を調べた。

〈結果の概要・要約〉

1)表 1に飼育結果を示した。成長は 1区>3区>2区で、生残は3区>2区>1区であった。 I区の

生残率の低下は、藻類等の浮遊物が発生したことによりその下にナマズが集まり、大型個体が小型

個体を捕食(共食い)したことによるものと考えられた。

2)表 2に飼育結果を示した。 1回目については、 2回/週池掃除での生残が良く、成長についてはハ

ウスが良かった。 4区の生残率の低下は、 1)と同様共食いによるものと考えられた。また、全試験区

で生残率が低かったのは初期のミジンコ不足によるものと考えられた。 2回目は、低密度であったこ

とや藻の除去などにより全試験区で 1回目より成長、生残が良く、特に4区、 5区(ハウス)が良い

結果となっていた。

3)表 3に飼育結果を示した。ハウスでの成長、生残が良く 100尾/rrrの成長、餌料効率が良かった。

4)表 4に飼育結果を示した。 2回ともハウスで飼育した区の成績が良く、ハウスの有効性が確認さ

れた。

5)平成 16年8月4日収容時29.5gが平成 17年 3月 30日現在60.8gと76.8gに成長した。また、

期間中の襲死は 10尾程度と推定された。
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〈主要成果の具体的なヂータ〉

表 1 。+稚魚加温飼育試験結果 表3 0+幼魚飼育試験結果

1区 2区 3区 1区 2区 3区 4区

誌験区 I 250C加温 .J.t.水 止水 言ま験区 露地 簡易ハウス ハウス ハウス

400尾1m 400尾1m 200尾1m 200尾1m 200尾1m 200尾1m 100尾/肘

飼育回数 {日} 6/8-7/27(50日間〕 飼育日数 (日) 9/7-11/9(64日間)

水槽底面積 (m) 20 20 20 水槽底蔚積 (m) 11 11 11 11 

平~水温 ("c) 24.3 21.8 21.5 平均水温 ("c) 16.9 16.2 18.1 

(範囲) (20.3-27.6) (17.5-26.4) (17.0-25.8) {範囲) (14.0-22.0 (11.2-21.5) (15.7-20.5) 

配合飼料 海産魚類用+マス用 配合飼料 海産魚類用+マス用

ミジンコ 役与 ミジンコ 投与

平鈎体重 (g) 平均体重 (g) 

開始時 0.0044 0.0044 0.0044 開始時 |223M212205  

終了時 25.2 4.5 10.1 終了時 34.4 32.0 39.3 44.6 

{範閤) (6.6-59.1) (2.3-9.5) (6.8-13.2) (範箇} (15.6-62.7) (15.8-65.2) (13.0-65.2) (15.1-73.7) 

総重量 (g) 総重量 (g) 

開始時 A 35.2 35.2 17.6 開始時 A 4.913 4.787 4.666 2.255 

終了時 B 25.931 13.648 16.454 終了時 B 7.495 6.754 8.648 4.856 

総尾敏 (尾) 総尾数 (建)

開始時 8.0∞ 8.ωo 4.0∞ 開始時 220 220 220 110 

終了時 1.029 3.067 1.634 終了時 218 211 220 109 

.死尾敏 (尾) 333 471 41 .死尾敏 (尾) 2 1 

不明尾数 {尾) 6.638 4.462 2.325 不明尾数 (尾) 2 7 

給量耳量 C (g) 62.172 61.213 30.748 給館量 c (車) 19.274 19.062 18.924 9.505 

飼料効率 (%) 41.7 22.2 53.5 餌料効率 (%) 13.4 10.3 21.0 27.4 

生残率 (%) 12.9 38.3 40.9 生残率 (%) 99.1 95.9 100.0 99.1 

餌科効率=(B-A)/Oxl∞ 餌料効率=(B-A) /0  x 100 

〈今後の問題点〉

表2 0+稚魚成長生残詰験結果

ハウス・雇掃除回数刻正轟轟轟i:D ，、ゥス・庖掃除回敏期比較鼠圏直②
」・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・---・...-..-...---・・・・・・・ーー・・・-----------_.

鼠蟻区 I 118: 218: 3区 4区 51i! 6区・ 2区 218: 3区 4区 5区
富抽 露地 簡皐ハウZ ハウス ハウス ハグラス:露地 露地 簡島ハウスハウス ハウス

池鍋撤 I 2自/. 鍍 2箇/遭 鍍 2回/i圃 2固/11: 2固/量 調I 2困/j置 穣 2回/i圃

飼育日数 (日) 6/17-7/26(相自問) 8川町制(四日間町

主重度車登i豆ll._!.! 11 11 11 11 
23.3 

，，・ 11 11 11 11 11 
車湿 【"1:)

i豊里L
E音銅線
ミジンコ

平地体重 【c)

開始時

終了時
{箆由}

総重量 【a)

聞始時 A

終了時 B
鎗尾敏 (毘)

開始時

絡T時
舞亮尾費量 {属}

平明尾数 {尾}

鎗富田量 c (C) 
餌嶋効率 【軸)

生残事 f軸)

21.1 
(17.8-27.2) 

22.6 

(18.9動28.3)
宮高蚕事亨支用
盤与

(19.0-27.8) 
'21.0 20.2 22.0 
・(18.8-24.0リ(17トぬ7)(19.2--25.5) 

海産量蝿用+マス周

積与

22.8 
(19.7-25.8) 

脚制 a曲制 色刷4 0剛 4 0.削脚制:附 0.61 0.55 0.67 0.62 
5.5 4.5 ・3 13.2 7.8 8.7' 8.7 7.6 8.4 14.4 12.0 
【2.7--9.3) 【2.6-7.5) (2.3--9.9) (8.0-17.8)【仕11.5)(1.7-14.4): (昨日4)ほか15り (3.4-問。) (2.ト25.5)(4.0-20.6) 

9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 回日 671.0 605.0 737.0 682.0 
2.541 1.0輔 4.494 543 4.曲7 4.・77 邑曲5 4.艇盟 5.952 山田4 8.輔1

2.200 u曲 2.2田 2.200 主2曲 2.2田 1.1曲 日田 日開 1.1曲 1.100 
482 2却 719 41 制' 537 652 -回 7国 731 714 
2 3 2・ 42 130 帽 48 54 74 
1.7掴 1.970 1.478 2.158 1.531 1.・21 318 4掴 346 315 312 
8.846 帥蝿 9.副閣 8.田3 8.91。8回1.8 11.013 11.0回 11目183 H属国 '何回
28.6 11.6 48.8 6・55.9 52.5 輔 1 35.5 47.1・ 掴. 66.8 
21。 10.5 32.7 1.9 29.1 24.4 59.3 54.9 64.2 輔.5 制 9

餌車事鋤率=(B-A)/ 川田

表4 1+魚飼育試験結果

ハウス効果の再確認。
総E量区

い成魚飼育試険① 1+成魚鍋育鼠厳②

〈次年度の具体的計画〉

青森県におけるナマズ養殖技術のマニュアル化

〈結果の発表・活用状況等〉

業者に対する養殖技術指導
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飼育日数 {目}

水槽底面積(nI)

平崎水這 ("C) 

{範囲)

配合飼剥

平坦体重 (g) 

開始時

終7時
(蝿!III)

.重量 (g) 

開始時 A
終7時 B
総庖数 [局)

開始時

終7時
JI死尾. (.11) 
不明尾数 {尾)
給館量 C (g) 

餌科効率 ('16) 

生残率 {軸)

屋外 ハウス 量外 ハウス
6/10-7/27(柑日間} 7/28-9/27(62日間)
11 11 11 11 
20.7 22.4 19.6 21.4 
(16.8-25.2) (18.1-26.7) (15.7-25.2) (17.9司25.1)
守ス用 マス用

31.1 33.8 91.6 1ω.9 
92.4 142.8 201.6 264.3 
(3日寸抑制【59.8-292.4)(66.7-360.0) (79.2-406.5) 

3421.0 3718.0 5129.6 5650.・
9.887 14.994 10.282 14.537 

110 110 56 56 
107 105 51 55 
3 5 5 1 

13.8ω 15.029 18.720 19.446 
46.9 75.0 27.5 45.7 
97.3 95.5 91.1 98.2 

飽科効率=(B-A)/Cx1∞ 


